












































時代別 全作品 除外数 対象数
1969年以前（12年間） 85 11 74
1970年代 218 25 193
1980年代 360 62 298
1990年代 501 101 400





































 日本のテレビ放映された最も古いアニメ作品といわれる 1958 年の「もぐらのアバンチュ
ール」以降 2009 年末まで、約 50 年間にテレビで放映されたアニメ 1,231 作品について、
そのうち 5 分以内のミニ番組やほかのテレビ番組内の１コーナーであったもの、および特




時代別 全作品 除外数 対象数 
1969 年以前(12 年間) 85 11 74 
1970 年代 218 25 193 
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年間 20 作品に満たない程度であったものが次第に増え、80 年代から 90 年代にかけて 30
～40 作品くらいで推移し、90 年代後半から爆発的に増加している。2000 年代に入ると 80




























































































































































































































 日本のテレビアニメの放映時間は、1969 年以前、1970 年代は 95％以上という、ほぼす
べてが夕方の時間帯を中心であった。80 年代に入り、午前の時間帯が増え始め、時代とと
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1969年以前 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代
午前（7～10時）
夕方（17～19時）
深夜（24時以降）
（件）
テレビアニメにみる日本の大衆文化の位置づけの変遷
社会学部論叢　第28巻第 1号 2017.10〔55〕
79
（ 3）テレビアニメにみる日本の大衆文化の位置づけの変遷
日本におけるテレビアニメは，1958年に放映が始まり，本格的にレギュラー放映が始
まったのは，1963年である。当初はその原作からも，放映時間からも，子ども向けのコ
ンテンツであったことが明らかである。時代とともにその作品数は増え，同時にコンテ
ンツ，対象，メディアの多様化が起こった。また，1990年代以降の深夜の時間帯の放映
から，対象が大人に広がったことがわかる。
大人を対象とした，深夜の時間帯の作品は，アダルトコンテンツなど，その内容とし
ても大人向けであるものがある一方，少年少女向け漫画雑誌に掲載されている作品を原
作とするものも，この時間帯に放映されるものが多くある。このことから，現代におい
て少年少女向けの漫画は，少年少女だけのためのものではなくなったのではないかとい
える。そして，漫画とテレビアニメが大衆文化の一端を担う，大人も楽しめるものに発
展したのではないかと考える。
観光対象となりうる「日本の文化」は，和の伝統文化に加え，近年は漫画やテレビア
ニメなどの大衆文化も注目されている。また新しい「聖地巡礼」のような大きな誘致力
を持ち，地域振興につながる事例もある。このように，漫画やテレビアニメなどの大衆
文化が，観光対象となりうるまでとなったのには，量だけでなく質の面においても向上
し，子どもだけではなく大人も楽しめるものとなったからであるといえよう。こうした
発展が，「聖地巡礼」といった新しい現象がうまれた背景にあると考えられる。
【参考文献】
小山昌宏・須川亜紀子編著（2013）『アニメ研究入門』　現代書館
津堅信之（2014）『日本のアニメは何がすごいのか世界が惹かれた理由』祥伝社
増淵敏之他（2014）『コンテンツツーリズム入門』　古今書院
